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平成 28 年 5 月１０日 

鹿児島大学病院 消化器内科 で 

ダブルバルーン内視鏡による胆膵内視鏡の治療を受けた患者さんへ 

（ 臨床研究に関する情報 ） 

 

 鹿児島大学病院消化器内科科では、以下の臨床研究を実施しており

ます。この研究は、通常の診療で得られた過去の診療記録等をまとめ

る研究です。このような研究は、文部科学省・厚生労働省の「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」の規定により、研究内容の情

報を公開することが必要とされております。この研究について詳しく

お知りになりたい時や、研究への参加を希望されない場合は下記の「お

問い合わせ先」へご連絡ください。 

 

【研究課題名】 

Roux-en Y 再建術後の胆膵疾患に対する内視鏡治療の成績を検

討する多施設共同後方視研究 

              

【研 究機関】 

 鹿児島大学病院 消化器センター 消化器内科 

 

【研究責任者】 

消化器内科・助教 橋元慎一 

 

【研究の目的】 

通常，胃切除後には小腸を胃につなぐ Roux-en-Y 再建という手

術をおこなっています．術後再建腸管のうち，胃切除後の

Roux-en-Y 再建を有する胆膵疾患に対しては，近年バルーン補助

下内視鏡の登場により，開腹下や経皮的といった侵襲的処置を回避
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し，内視鏡の検査治療が可能となっています．Roux-en-Y 再建術

後の胆膵内視鏡について九州の多施設で多数例の解析を行うことに

より，その治療成績や偶発症現を把握することを目的としています． 

 

【研究の方法】 

当院における Roux-en-Y 再建後の胆膵疾患に対するダブルバル

ーン内視鏡治療を受けられた患者さんのカルテより，手技の成功率，

手技時間，治療経過，偶発症のデータを拾い上げて解析します． 

 

 ●対象になる患者さん 

平成 15 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日までに，鹿児島大学

病院消化器内科において術後再建，特に Roux-en-Y（ルーワイ）

再建術という再建法での手術歴があり，過去に当院にてダブルバル

ーン内視鏡を用いて胆膵疾患に対して治療を行った患者さんを対象

にしています． 

 

 ●診療録（カルテ）から利用する情報 

年齢，性，採血データ，画像(レントゲン，CT，MRI，内視鏡)，

手技成功率，臨床的成功率，偶発症の有無，入院期間，手技時間，

主乳頭または胆管吻合部までの到達時間，入院後経過 

 

【個人情報の取り扱いについて】 

  研究で使用する診療情報は、患者さんの氏名や住所など、患者さ

んを直接特定できる個人情報を削除します。また、研究成果は学会

や学術雑誌などで発表することがありますが、その際も患者さんを

特定できる情報は使用しません。 

  

【研究の資金源等、関係機関との関係について】 

この研究は、鹿児島大学大学院医歯学総合研究科消化器疾患・生

活習慣病学分野の使途特定寄付金にて実施します。この研究に対す
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る企業等からの寄付は受けていませんので、利害の衝突は発生しま

せん。 

 

【参加を希望しない患者さんへ】 

  この研究に参加を希望されない場合は、下記問い合わせ先までご

連絡ください。あなたに関するデータを削除します。ただし、学術

発表などすでに公開された後のデータなど、患者さんまたはご家族

からの撤回の内容に従った措置を講じることが困難となる場合があ

ります。 

 

【問い合わせ先】 

  〒890-8520 

  鹿児島市桜ヶ丘 8 丁目 35 番地 1 号 

  鹿児島大学病院 消化器センター 消化器内科 

   助教 橋元 慎一 

   電話 099-275-5326     FAX  099-264-3504 


